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1. はじめにお読みください 

1.1 重要事項 
最初にお読みください: 
 ●当製品のご使用前に必ず当ファームウェア開発マニュアルをお読みください。 

 ●当ファームウェア開発マニュアルは、必要なときに参照できるよう保管してください。 

 ●モジュールの構成を十分に理解したうえでモジュールを使用してください。 

 

当製品の用途 : 
 ●当製品は、Silicon Laboratories社のBGM11S12F256 SiPモジュールを基板に実装したkonashi互換（一部機

能を除く）のBluetooth® Smartモジュールです。 

 

当製品をご使用されると想定するお客様 : 
 ●当製品は、リファレンス・マニュアルおよびGetting Startedを精読し、開発ボード及びMCU/Bluetoothの取扱   

  いについて熟知している方の使用を想定しています。当製品を使用するには、電子回路への基本的な知識 

  が必要です。 

 

当製品を使用する際の注意事項 : 
 ●当製品は、お客様のプログラム開発および評価段階で使用するための評価用モジュールです。 

お客様の設計されたプログラムの量産時においては、当モジュールをお客様の装置に組み込んで使用する

ことはできません。また、開発済みの回路については、必ず統合試験、評価、または実験などにより実使用の

可否をご確認ください。 

 ●当製品の使用から生ずる一切の結果について、株式会社マクニカ（以降マクニカ）は責任を持ちません。 

 ●マクニカは、潜在的に内包されるすべての危険性を評価予期しているわけではありません。したがって当モ

ジュールやファームウェア開発マニュアル内の警告や注意は、すべての警告や注意を含んでいるわけではあ

りません。 

それゆえ、当製品をご使用の際は、ユーザー様ご自身で製品を安全にご利用いただく必要があります。 
 ●製品の改造又は、お客様による製品の損傷時は、交換対応ができません。 

 ●当製品は、鉛フリー製品を使用した製品です。 

 ●当マニュアルに記載のある各ベンダの商標および登録済み商標の権利は、各ベンダに帰属します。 

 

製品改善のポリシー : 
 ●マクニカは、製品のデザイン、パフォーマンスおよび安全性に関して製品を常に改善しつづけます。 

マクニカは、お客様に予告なく、いつでも製品のドキュメント、リファレンス・マニュアル、デザインおよび仕様

の一部またはすべてを変更する権利を保有します。 

 

製品の RMA について : 
 ●製品の納品後、30日以内の初期不良に関しましては無償交換にて対応させていただきます。 

ただし、以下の場合は無償交換の対応ができませんのでご了承ください。 

(1) 製品の誤使用または、通常使用環境ではない状況での製品の損傷 

(2) 製品の改造または補修 

(3) 火災、地震、製品の落下やその他アクシデントによる損傷 

 

図および写真 : 
 ●図や写真は、お手元にある実際の製品とは異なる可能性があります。 
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1.2 開発元 
株式会社マクニカ 
〒222-8561 横浜市港北区新横浜 1-6-3 
 

1.3 お問い合わせ先 
ご購入いただいた販売代理店、もしくは下記 Web のお問い合わせフォームよりお問い合わせ下さい。 

Mpression ブランド Web サイト内 お問い合わせページ： 
https://service.macnica.co.jp/contact 
 

1.4 免責、及び、ご利用上の注意 
弊社より資料を入手されましたお客様におかれましては、下記の使用上の注意を一読いただいた上でご使用く

ださい。 
1. 本資料は非売品です。許可無く転売することや無断複製することを禁じます。 
2. 本資料は予告なく変更することがあります。 
3. 本資料の作成には万全を期していますが、万一ご不明な点や誤り、記載漏れなどお気づきの点がありまし

たら、下記までご一報いただければ幸いです。 
 
株式会社マクニカ 
Mpression 推進部 
〒222-8561 横浜市港北区新横浜 1-6-3 
https://service.macnica.co.jp/ 
 

 
4. 本資料で取り扱っている回路、技術、プログラムに関して運用した結果の影響については、責任を負いか

ねますのであらかじめご了承ください。 
5. 製品をご使用になる場合は、各デバイス・メーカの最新資料もあわせてご利用ください。 
 

https://service.macnica.co.jp/contact
https://service.macnica.co.jp/
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2. 安全上の注意 

ここには、お使いになる人や、他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐための注意事項を記載しています

ので、必ずお守りください。 

2.1 凡例 

 

危険 
この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡また重傷を負う危険が切迫して生じることが

想定される」 内容です。 

 

警告 
この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性が想定される」 内
容です。 

 

注意 
この表示は、取り扱いを誤った場合、「傷害を負う可能性が想定される場合および物的

損害のみの発生が想定される」 内容です。 

2.2 注意事項 

 

危険 

AC アダプタが必要な場合、本マニュアルで指定された仕様に基づく AC アダプタ、もしく

は同梱品を使用してください。 
指定の仕様を満たさない AC アダプタを使用した場合は、キットの発熱、破裂、発火の原

因となります。 

 

警告 

強い衝撃を与えたり、投げつけたりしないでください。 
発熱、破裂、発火や機器の故障、火災の原因となります。 

電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に、本体や AC アダプタを入れないでくださ

い。本体や AC アダプタの発熱、破裂、発火、発煙、部品の破壊、変更などの原因となり

ます。 

使用中の本体を布など熱のこもりやすいもので包んだりしないでください。 
熱がこもり、発火、故障の原因となることがあります。 

本体を廃棄する時は、他の一般ゴミと一緒に捨てないで下さい。 
火中に投じると破裂する恐れがあります。廃棄方法については、廃棄物に関する各種法

律・法令・条例等に従ってください。 
電源コードを強く引っ張ったり、重いものを乗せたりしないでください。 
電源コードを傷つけたり、破損したり、束ねたり、加工したりしないでください。 
傷ついた部分から漏電して、火災・感電の原因になります。 

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 
感電による怪我や故障の原因になります。 

電源プラグはコンセントの奥までしっかりと差し込んでください。 
しっかり差し込まないと、感電や発熱による火災の原因となります。 
タコ足配線を行ったり、AC アダプタの規格電圧以外の電源に接続したりしないでくださ

い。 
故障や感電、発熱による火災の原因なります。 
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警告 
(前項から継続) 

電源プラグのほこりを定期的に拭き取り、コンセント周辺のたまったほこりを取り除いてく

ださい。 
ほこりがたまったままで使用していると湿気などで、絶縁不良となり、火災の原因になり

ます。 
電源プラグやコンセプト周辺のほこりは、乾いた布で拭き取ってください。 
当モジュールにコップや花瓶など、水や液体が入った容器を置かないでください。 
当モジュールに水や液体が入ると、故障や感電の原因になります。水などをこぼした場

合は、使用を中止し、電源を切って電源プラグを抜いてください。修理や技術的な相談は

購入元へお問い合わせください。 
当モジュールや付属品は子供の手の届かないところに保管してください。子供の手の届

くところに保管すると、けがの原因になります。 

 

注意 

ぐらついた台の上や傾いた場所等、不安定な場所には置かないでください。 
落下して、けがや故障の原因になります。 
直射日光の強い場所や炎天下の車内など高温の場所で使用、放置しないでください。 
発熱、破損、発火、暴走、変形、故障の原因になります。また、機器の一部が熱くなり、火

傷の原因となる場合もあります。 
極端な高温、低温、また温度変化の激しい場所で使用しないで下さい。 
故障の原因となります。周囲温度は 5℃ ～ 35℃、湿度は 0% ～ 85%の範囲でご使用

ください。 
本体を組み込んだ装置の保守中は、電源を抜いて作業してください。 
感電の危険性があります。 
モジュールに無理な力がかかるような場所に置かないでください。 
基板の変形により、基板の破損、部品の脱落、故障の原因となります。 
拡張ボードや他の周辺機器と一緒にお使いの場合には、それぞれ個別の取り扱い説明

書をよく読んで適正にお使いください。 
本マニュアルに記載されているもの、また別途動作を確認できていることを公表している

ものの他は、特定の拡張ボードや周辺機器の相互動作は保証いたしかねます。 
当モジュールを移動・接続するときは、電源スイッチを切ってください。 
電源をいれたまま移動・接続すると、故障や感電の原因になります。 
ベンジンやシンナーなど化学薬品を含んだ雑巾で手入れしないでください。 
当モジュールが変質する可能性があります。科学雑巾を使用するときは、その注意書き

に従ってください。 
当モジュールを箱から取り出した際、機器本体に結露が発生した場合は、すぐに電源を

入れないでください。 
冷えた当モジュールを暖かい部屋で箱から取り出すと、結露が発生することがあります。 
結露があるまま電源を入れると、当モジュールが破損したり、部品の寿命が短くなったり

する場合があります。 
当モジュールを取り出したら室温になじませてください。結露が発生した場合は、水滴が

蒸発してから設置や接続を行ってください。 
カスタマイズ可能と明示している部分以外の分解、解体、改変、改造、再生はしないでく

ださい。 
本キットはカスタマイズが可能なキットですが、本マニュアルに指定された部分以外は基

本動作に必要な部分に何らか外部の手が加わることで製品全体の動作保証が出来なく

なります。本マニュアルに記載されているカスタマイズ可能部分以外のカスタマイズをご

希望の場合には、はじめに必ず購入元にご相談ください。 
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3. 事前準備 

3.1 当マニュアルについて 
当マニュアルは、Silicon Laboratories（以下、Silicon Labs）社製Bluetooth®モジュール BGM1xxの開

発環境とアプリケーション開発の手順について簡易にまとめたものです。内容に誤りがないよう注意は払っ

ておりますが、もし Silicon Labs 社が提供するドキュメント等と差異がございましたら、メーカー提供のもの

を優先してご参照ください。 
 
また、Silicon Labs 社の ナレッジベース（FAQ）やコミュニティフォーラム（ユーザー同士で問題解決。

Silicon Labs 社のエンジニアも頻繁にコメントしています。）には、本資料で取り上げていない様々な情報

が記載されております。 
製品をご使用頂く過程で疑問や課題が生じることもあると思いますが、他のユーザーが既に解決方法を

見つけている場合も多々ございます。非常に有益ですので、ぜひご活用下さい。 
 
 アクセス方法 

 
Simplicity StudioTM から 

  
Web Site から 
https://www.silabs.com/community  （Silicon Labs 社製品全般） 
https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth  （Bluetooth に特化） 

 
 使用方法 

 

https://www.silabs.com/community
https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth


MP-KSN003A 「Koshian™3.0」 

           Koshian 3.0 ファームウェア開発マニュアル - MP-KSN003A 「Koshian™3.0」        9 
 

© 2018 Macnica, Inc. 

4. BGM1xx の概要 

Koshian 3.0に使用しているBGM11S12F256は、Silicon Labs社BlueGecko(EFR32BG)を使用した、

Bluetooth Low Energy 対応の Bluetooth®モジュールです。モジュールを使用するメリットとして、主に以

下が挙げられます。 
 ハードウェア設計にかける時間とコストが最小限で済み、早く市場に製品を投入できます。 
 無線性能を最大限に引き出すことができます。 
 最終製品としての認証（Bluetooth®認証/各国認証）が最小限で済み、早く市場に製品を投入でき

ます。 
 
Silicon Labs 社の BGM1xx ファミリーは、上記に加え、特に出力レベルの高さ、省スペースに特徴

があります。また ARM Cortex-M4F を搭載していますので、処理性能の高さも特徴の１つです。 

4.1 モジュールの制御方法 
BGM1xx の制御方法は大きく分けて、ネットワーク・コプロセッサ（NCP）モードと、C 言語設計の 2 通り

あります。なお、下図はイメージしやすいように簡略化したものです。 
実際には Bluetooth スタックからも EMLIB を使用しているなど、下図とは相違があります。 
 

 
 ネットワーク・コプロセッサ（NCP）モード 
 
外部のホストシステム（マイコンや PC）からの

制御により動作するモードです。Silicon Labs 社

のドキュメントでは Network Co-Processor 
(NCP) モードという名称で紹介されています。 

モジュールの制御は、ホストシステムからはシ

リアルポートを介して行い、API（BGAPI）が用意

されています。また、ホストシステムのソフト設計

を助けるため、ライブラリ（BGLIB）が用意されて

います。 
モジュールに搭載したマイコンでは性能不十

分の場合や、ユーザアプリをホストシステムに載

せた方がシステム設計の観点で都合が良い場

合、などにご活用頂けます。 
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  C 言語設計 
 
モジュールを単なるハードウェアの器として扱い、ソフトウェアに

ついてはワイヤレスマイコンとして C 言語設計する方法です。柔軟

性の高さがメリットで、ワイヤレスマイコンの持つ機能を存分に活用

頂けます。 
Bluetooth 制御用の API、ペリフェラルの制御用の API（EMLIB）

が用意されています。ペリフェラル制御用の API（EMLIB）は、マイコ

ン単品（EFM32 シリーズ）と共用 API になっています。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 



MP-KSN003A 「Koshian™3.0」 

           Koshian 3.0 ファームウェア開発マニュアル - MP-KSN003A 「Koshian™3.0」        11 
 

© 2018 Macnica, Inc. 

5. 開発環境 

5.1 ハードウェア 

5.1.1 Blue Gecko Bluetooth Smart Module Wireless 
Starter Kit 

 
開発環境として、Blue Gecko Bluetooth Smart Module Wireless Starter Kit（以後、Wireless STK）を用意し

ています。 
 
メインボード：(BGM121 radio board が付属しています) 
 

https://www.mouser.jp/ProductDetail/634-SLWSTK6101C (SLWSTK6101C) 
 
ラジオボード： 
 

BGM121 
https://www.mouser.jp/ProductDetail/634-SLWRB4302A  

 
BGM11S(+8dBm 出力: Koshian 3.0 に使用している SiP の高出力版です) 
https://www.mouser.jp/ProductDetail/634-SLWRB4303A 

 
 

Wireless STKには、Wireless STKメインボード（以後、メインボード）と、Wireless STKラジオボード（以後、ラジ

オボード）が含まれています。ラジオボードをメインボードのソケットに装着して使用します。 
 
注） Koshian 3.0 をターゲットとしてソフトウェア開発をする場合には、ラジオボードは不要です。 

8.2 Koshian 3.0 のファームウェアを開発する場合 参照 
 

5.1.2 Tag Connect Cable 
 

Wireless STK と Koshian 3.0 を接続する際に使用するケーブルです。 
ケーブルコネクタを Koshian 3.0 に固定するためにクリップも必要です。  
 
Tag Connect ケーブル： 
“TC2030-CTX-20-NL 6-pin “No Legs” Cable with 20-pin Cortex connector  

for IAR’s I-Jet or Keil’s ULINKpro”  
http://www.tag-connect.com/TC2030-CTX-20-NL 
 
TC2030-CLIP “Retaining CLIP board for TC2030-NL cables”  
http://www.tag-connect.com/TC2030-CLIP 
 

https://www.mouser.jp/ProductDetail/634-SLWSTK6101C
https://www.mouser.jp/ProductDetail/634-SLWRB4302A
https://www.mouser.jp/ProductDetail/634-SLWRB4303A
http://www.tag-connect.com/TC2030-CTX-20-NL
http://www.tag-connect.com/TC2030-CLIP
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5.2 ソフトウェア 
BGM1xx および Koshian 3.0 の開発環境は、Simplicity StudioTMを使用します。 

5.2.1 Simplicity StudioTM 
 

Simplicity StudioTMは、BGM1xx をターゲットとしたコンパイル・デバッグ・プログラミングを 1 つのプ

ラットで提供することができるソフトウェアです。統合開発環境（IDE）を中心に、非常に便利なツール群

が充実しています。同社製の 32bit MCU や 8bit MCU も同一プラットフォームで開発が可能です。 
 

 
 

PCをネットワーク・コプロセッサ（NCP）モードのホストシステムに見立てた評価が行えるBG Toolや、生成した

バイナリをダウンロードする際に使う eA commander（Flash Programmer）も Simplicity Studio 上に統合され

ています。 
 
 
 

 

 

  

注） 画像は Simplicity Studio v3 のものです 
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6. 各種ドキュメントの入手方法 

 

6.1 ドキュメントの入手方法（Simplicity StudioTMから） 
BGM1xx のデータシート、リファレンス・マニュアル、エラッタ、アプリケーションノート および 評価基

板（starter kit）の回路情報などは、Simplicity StudioTMからご入手頂くことが可能です。 
Simplicity StudioTMを起動し、Solutions タブ ⇒ 空欄に使用する製品型番を入力 ⇒ 候補の中か

ら該当する型番を選択します。 

 
 

製品型番を指定すると、関連するドキュメントやサンプルコードが自動でリストアップされます。 
情報の種別に応じて、Getting Started、Documentation、Compatible Tools、Resources というタブに 
分類されています。 
 

 
 Getting Started タブ 

 
Demos: 
評価基板上で動作するデモンストレーション用のソフトです。Build することなくモジュールに書き込ん

で、動作を確認することができます。 
 
Software Example: 

評価ボード上で動作するサンプルコードです。ソフトの実装方法について学んだり、 
機能について理解したりするのに役立ちます。Bluetooth アプリ（Bluetooth スタック＋ユーザコード）と、

ブートローダー単体（Gecko Bootloader）のサンプルコードが用意されています。 
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SDK Documentation: 

Bluetooth SDK に関するドキュメントがまとめてあります。 
- API References … API の使用方法。 
- Application Notes … 特定の用例について記しています。 
- Fundamentals … Bluetooth の基礎などについてまとめています。 
- Quick Start Guides … ボードやツールの簡易取説。 
- Release Notes … SDK リリース時に追加・修正した機能や既知のバグ情報。 
- User’s Guide … 各種ツールや設計手法などについて記しています。 
 
 
表示される情報を制限したい場合には？ 
 
Demos, Software Examples, SDK Documentation の右横に、4 つのアイコンが並んでいます。この

アイコンを使うことで、表示される情報を制限することができます。 
 
 リストを折りたたむ 
 
 リストを展開する 
 
 表示する大項目を選択する 
 
 別の一覧表を表示する（Demos, Software Examples のみ） 
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情報が表示されない場合には？ 
 
Demos, Documentation などに情報が表示されない場合には、SDK が適正に選択されていない可

能性があります。下図を参考に、Bluetooth SDK が選択されているか確認してみてください。SDK が選

択されていない場合には、Click here から SDK を選択してください。 
 

 
 
また、Solutions タブで何を選ぶかで、表示される情報も変わりますので、その点も確認ください。 

 
 
 Documentation タブ 

 
 
My Favorite Documents: 
お気に入り登録したドキュメントがリストアップされます。 
 
All Documents: 
各種ドキュメントがまとめてあります。前出の SDK Documentations と重複するものもあります。 
- API References … API の使用方法。 
- Application Notes … 特定の用例について記しています。 
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各ペリフェラル（ADC やシリアルインタフェースなど）の使用方法に関する情報も用意されています。 
- Data Sheets … モジュール内で使用されている SoC（EFR32BGxx）のデータシート。 
- Errata … モジュール内で使用されている SoC（EFR32BGxx）のバグ情報。 
- Fundamentals … Bluetooth の基礎などについてまとめています。 
- Quick Start Guides … ボードやツールの簡易取説。 
- Reference Manual … BGM1xx のデータシート、モジュール内で使用されている 
SoC（EFR32BGxx）の動作仕様書。 
- Release Notes … SDK リリース時に追加・修正した機能や既知のバグ情報。 
- Schematic and Layout Files … ラジオボードの回路図・部品表・レイアウト情報。 
- User’s Guide … ラジオボードの取説、各種ツールや設計手法などについて記しています。 

 
 

欲しい情報が見つからない場合には？ 
 
All Documents の右横にある  アイコンで、表示項目を選択したり、表示項目を並び替えたり

（Move Up / Move Down）することができます。 
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いつも使うドキュメントに素早くアクセスしたい場合には？ 
 
各ドキュメントの右横にある☆印をクリックすると、☆の色が変わり、My Favorite Documents に追加

されます。良く使うドキュメントを追加しておくと便利です。 
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6.2 ドキュメントの入手方法（Web から） 
 

BGM1xx のデータシート、リファレンス・マニュアル、エラッタ、アプリケーションノート および 評価基

板（starter kit）の回路情報などは、Silicon Labs 社の Web Site からもご入手可能です。 
http://www.silabs.com/support/pages/document-library.aspx 
 
Products や Resource Type で、リストアップする対象を絞り込むこともできます。 
BGM1xx ファミリーは、Products -> Wireless -> Bluetooth Low Energy -> Blue Gecko Bluetooth 

Low Energy Modules の下に分類されています。 

 
 

 
 
 

 
 

http://www.silabs.com/support/pages/document-library.aspx
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6.3 最初に読むべきドキュメント 
 

QSG108「Getting Started with Silicon Labs Bluetooth® Software」を最初にご覧ください。提供さ

れる Bluetooth SDK の構成、各種ツール、ドキュメント体系などをご紹介しています。 
その上で、使用する設計手法に応じたドキュメントを読み進めて頂くのが効果的です。 
http://www.silabs.com/Support%20Documents/RegisteredDocs/qsg108-bluetooth-software-get

ting-started.pdf 
 

http://www.silabs.com/Support%20Documents/RegisteredDocs/qsg108-bluetooth-software-getting-started.pdf
http://www.silabs.com/Support%20Documents/RegisteredDocs/qsg108-bluetooth-software-getting-started.pdf
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7. ソフトウェア・インストール 

BGM1xx のスタックやサンプルコードは Bluetooth SDK に含まれています。その入手方法について、Windows
版の場合を例に、順を追って説明します。 

7.1 Simplicity StudioTMのインストール 
 

Bluetooth の SDK は、Simplicity StudioTMの一部としてインストールされます。ツール類（BGTool や
Flash Programmer など）も Simplicity StudioTM に搭載されています。 

 
① 下記 URL より「Windows インストーラ」をダウンロードしてください。 
http://jp.silabs.com/products/mcu/Pages/simplicity-studio.aspx 

 
 
② ダウンロード完了後 ” install-studio-v4_xx.exe” を起動し、インストールを開始してください。

License Agreement → インストールフォルダの指定（Choose Destination Location） → インストー

ル実行の手順で進んでいきます。インストールフォルダを指定する際には、全角文字（2 バイトコード）が

入らない path を指定してください。使用時にエラーが出る場合があります。 
インストールが進むと、ログイン画面が表示されます。Silicon Labs社のアカウント情報（Emailとパス

ワード）を入力し、Log In をクリックします。 
アカウントを持っていない場合には、Skip log in for now から先に進むことはできますが、Bluetooth 

SDK をインストールすることができません。アカウントの取得は、7.2.1 項を参照してください。 
 

  アカウント情報を入力 

http://jp.silabs.com/products/mcu/Pages/simplicity-studio.aspx
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③ Install Wizard が起動しますので、Select by Product Group タブを選択します。“EFM32 32-bit 
MCU Products”と“Wireless Products”にチェックを付け、Next をクリックします。 

 

 
 
なぜ EFM32 32-bit MCU Products もインストールするの？  
 
BGM1xx は Bluetooth モジュールですが、無線機能の他にも ADC などのアナログペリフェラル、I2C

や SPI などのシリアルインタフェース、タイマなどの各種ペリフェラルを搭載しています。 
BGM1xx の動作確認用に用意されているサンプルコードは、Bluetooth を使用したアプリケーション

の実装例となっており、例えば「I2C の機能だけを確認する」といったシンプルなサンプルコードは用意さ

れていません。 
それに対して、EFM32 32-bit MCU ファミリーでは、各ペリフェラルだけにフォーカスしたサンプルコー

ドも多く用意されています。BGM1xx 内部では無線マイコン EFR32BGxx ファミリーが使用されており、

また EFR32BGxx ファミリーは マイコン EFM32PGxx ファミリーと機能互換（無線部は除く）になってい

ますので、EFM32PGxx 向けのサンプルコードや情報を、BGM1xx でも活用頂けます。 
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④ インストール可能なコンテンツが表示されます。Bluetooth が“Access Granted”と表示されている

ことを確認して、Next をクリックします。 
 

 
なお、ログインを行っていないと、Bluetooth のコンテンツがインストール不可となっています。 
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⑤ インストールを行うコンテンツがリストアップされます。Recommended でリストアップされているコ

ンテンツは取捨ができますので、不要なものを外すことでインストールに必要な時間と容量を削減する

ことができます。特定小電力無線（Flex SDK）、ZigBee（Ember ZNet SDK）、Thread（Thread SDK）、
リアルタイム OS（Micrium xx）関連はご評価内容によっては不要かもしれません。GNU ARM 
Toolchain は C 言語設計で必要になる GCC コンパイラです。 
選択が終わったら、Finish をクリックします。 
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⑥ Review License でライセンス内容を確認し、Accept にチェックを付け、Finish をクリックします。 
 

 
コンテンツのインストールが始まります。インストール後に再起動したら、セットアップは完了です。 
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7.2 インストールがうまくいかない場合 

7.3 Silicon Labs 社アカウントの取得方法 
 

Bluetooth SDKの入手には、Silicon Labs 社WEBサイトのアカウントが必要になります。お持ちでな

い場合には、下記の手順でご入手ください。アカウントの作成は無料です。 
 

①  下記 URL にアクセスし、右上の Register からアカウント作成に進んでください。 
 https://www.silabs.com/ 

 

②  必要事項を入力し、Create an Account でアカウントを作成してください。 
  

名前 

苗字 

会社名 

メールアドレス 

パスワード 

国名 

県名 

郵便番号 

パスワード（再入力） 

https://www.silabs.com/
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③ アカウントが生成できたら、念のため発行されたアカウントでログインできることを確認してくださ

い。下記 URL にアクセスし、右上の Log In からログインを行ってください。 
https://www.silabs.com/ 

 
 
④ ログインに成功すると、画面右上に「Welcome, 名前」が表示されます。 

 

7.4 企業プロキシサーバーを介して接続している場合 
 

インストールにはインターネット接続が必要になりますが、プロキシサーバーを導入している企業ユー

ザー様の場合にはプロキシ設定が必要になる場合があります。設定内容については、自社のネット

ワーク管理者にご相談下さい。プロキシを介さずにインターネット回線に接続できる環境が構築できる

場合には、そちらをご利用頂くのが簡単です。（WiFi ルータや自宅など） 
 
Simplicity StudioTMがアクセスする先については、Silicon Labs 社のコミュニティフォーラムに関連情

報があります。企業プロキシサーバーのセキュリティオプション（ホワイトリスト）で回避するような場合に

ご利用ください。

http://community.silabs.com/t5/Simplicity-Studio-and-Software/Simplicity-Studio-v4-installation-er
ror-download-error/ta-p/181331 

 
 
プロキシサーバーの設定は、以下の手順で行います。 
Simplicity StudioTMの Settings アイコンを選択し、Network Connections を選択します。プロキシ設

定の画面が表示されますので、Active Provider を Manual に設定変更し、Proxy entries に必要な設定

を入力してください。 
  

ここの通信方法の情報が必要 

企業内 

https://www.silabs.com/
http://community.silabs.com/t5/Simplicity-Studio-and-Software/Simplicity-Studio-v4-installation-error-download-error/ta-p/181331
http://community.silabs.com/t5/Simplicity-Studio-and-Software/Simplicity-Studio-v4-installation-error-download-error/ta-p/181331
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設定が終わったらログイン（Sign In）を行います。画面左上の Sign In をクリックし、シリコンラボ社

WEB サイトのアカウントを入力します。ログインに成功すると、画面左上にメールアドレスが表示されま

す。 

    
 
ログインに成功したら、Update Software アイコンをクリックし、Package Manager の Install Wizard

からインストールが継続できます。 

 

設定項目・設定内容は、各企業様によって異な
ります 
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設定例： PC とプロキシサーバー間の通信に HTTP のみを使用している場合 

 

 

7.5 オフライン・インストーラ 
 

オンラインでインストールすることが望ましいですが、どうしてもプロキシの設定がうまくいかない場合

には、オフライン・インストーラも活用頂けます。 
入手については、マクニカオンラインサービスの FAQ をご参照ください。 

https://service.macnica.co.jp/support/faq/125501 

https://service.macnica.co.jp/support/faq/125501
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7.6 IAR コンパイラのインストール（オプション） 
 

BGM1xx をC言語設計する場合には、Cコンパイラが必要になります。Bluetooth SDK 2.4.0以降の

SDK では、Simplicity StudioTMに標準インストールされる GCC（無償コンパイラ）をご使用頂くことがで

きます。有償になりますが、GCC に比べてコード効率の良い 3rd party 製コンパイラ（IAR システムズ

社）もご使用になれます。 
IAR コンパイラのインストールが完了すると、Simplicity StudioTMは Toolchain として自動認識しま

す。念のため、歯車アイコン（Preference）→Simplicity Studio→Toolchains で IAR コンパイラが認識さ

れていることを確認してください。もし自動認識されていないようであれば、Add ボタンから追加登録を

行うことができます。 
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8. ハードウェアセットアップ 

8.1 ラジオボード上の BGM1xx のファームウェアを開発する

場合 
 

1. メインボードのラジオボードを装着します。ラジオボードの向きは下図を参照ください。 
2. BAT, USB, AEM の中から、基板に給電する方法を選びます。スイッチを AEM に切り替えます。 
3. 基板左の USB コネクタと PC を USB ケーブルで接続します。 

 

 
  

BAT / USB / AEM 

USB ケーブル 
（PC へ） 

メインボード 
 

ラジオボード 
（BGM111） 
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8.2 Koshian 3.0 のファームウェアを開発する場合 
 

Wireless STK と Koshian 3.0 を後述の Tag Connect ケーブルを使用して接続することにより、

Koshian 3.0 のプログラミングやデバッグを行うことができます。 
 

 
 

 

  
 
注） Koshian 3.0 のファームウェアを書き換えた場合、 もともと書き込まれていた 

 konashi 3.0 互換のファームウェアに戻すことはできないのでご注意ください。 
  

Koshian 
3.0 

Koshian 3.0 
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8.3 Wireless STK に Koshian 3.0 を接続する 

8.3.1 Koshian 3.0 への電源供給のための改修 
 

注） Wireless STKと単体のKoshian 3.0を接続する場合、Koshian 3.0には外部から電源が供給さ

れていないので、Koshian 3.0 への電源供給のため、Wireless STK にジャンパー線追加の改修が必

要です。 
 

Koshian 3.0 に外部から電源が供給できる場合には、この改修は不要です。 
 

 

8.3.2 Wireless STK と Koshian 3.0 の接続 
 

Wireless Starter Kit の右下にある In/Out Debug Header から、Tag Connect ケーブルを介して

Koshian 3.0 に接続します。 
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8.4 デバッグ対象を Koshian 3.0 に切り替える 
 

デバッグ対象を、Wireless STK 上の BGM1xx から、Koshian 3.0 に切り替えます。 
ツール(レンチマークのボタン)から Simplicity Commander を立ち上げます。 
左上の Adapter の Connect ボタンを押します。これで Wireless Starter Kit との接続が確立します。 
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Simplicity Commander の Flash ボタンを押して画面を切り替えます。 
 Debug lock tools の項の Unlock Debug Access ボタンを押し、ロックを解除します。 

Debug Mode を Out にし、左上の Target の Connect ボタンを押します。 
これでターゲットデバイスとして EFR32BG1B232F256GM56 が認識されます。 
 
 

 
注） 繋いだだけでは自動認識しませんので、ご注意ください。 
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なお、Debug Mode の MCU、IN、OUT の違いは以下の通りです。

 
 

8.5 参考資料 
 

・AN958: Debugging and Programming Interfaces for Custom Designs 
 http://www.silabs.com/documents/public/application-notes/an958-mcu-stk-wstk-guide.pdf 
 
・Wireless Starter Kit ユーザガイド 
BGM111: http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug122-brd4300a-user-guide.pdf 
BGM113: http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug187-brd4301a-user-guide.pdf 
BGM12x: http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug234-brd4302a-user-guide.pdf 
 

http://www.silabs.com/documents/public/application-notes/an958-mcu-stk-wstk-guide.pdf
http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug122-brd4300a-user-guide.pdf
http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug187-brd4301a-user-guide.pdf
http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug234-brd4302a-user-guide.pdf
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9. デフォルトの FW を消去する 

9.1 Koshian3.0 のデフォルト FW を消去する 
 

注）Koshian 3.0 のデフォルト FW はプロテクト(複製防止)されているため、ユーザーがオリジナルの

FW を書き込む場合、先にデフォルトの FW を消去する必要があります。 
 

8.4 にてデバッグ対象を Koshian3.0 に切り替えたあと、Simplicity Commander の Flash ボタンを押し

て画面を切り替えます。 
 Flash Erase/Write Protection の項の Erase Chip ボタンを押しデフォルトの FW を消去します。 

 
 これでオリジナルの FW を書き込む準備が整いました。 

なおユーザーにて作成したオリジナルの FW の書き込みにも Simplicity Commander を使用します。 
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10. ファームウェア開発手順 

 
サンプルコードを評価キットと Simplicity Studio を使用した評価手順をご紹介します。ここでは BGM121

を使用しておりますが、他のモジュールや Koshia3.0 でも手順は同じです。なお、各ツールから Simplicity 
Studio のトップ画面に戻るには、画面右上の Launcher アイコンを使用します。 

10.1 サンプルコードを動かしてみる前に 
 

Bluetooth SDK 2.7.0 以降のサンプルコードは、Gecko Bootloader（新しいブートローダー）上での動作

を前提としています。しかし購入したてのラジオボードや、Bluetooth SDK 2.6.2 以前の SDK で使用してい

たラジオボードには Legacy Bootloader（古いブートローダー）が書き込まれています。そのため、初めて

Bluetooth SDK 2.7.0以降のサンプルコードを使用する場合には、ブートローダーの更新を行う必要があり

ます。詳しくは、マクニカオンラインサービスの FAQ を参照ください。 
更新手順は以下の通りです。 
 
Wireless Starter Kit を PC に接続すると、Simplicity Studio が Wireless Starter Kit とラジオボードを自

動認識します。Device タブに表示されたラジオボードを選択してください。うまく認識してくれない場合に

は、Refresh アイコンを押してみてください。 

 
次に、Demos の“SOC -Smart Phone App” （SOC -xxx であればどれでも良いです）の 
右横の をクリックします。 

Refresh アイコン 

選択 

https://service.macnica.co.jp/support/faq/126929
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10.2 ブートローダーの更新 
 

Demos というウィンドウが開きますので、そのまま Start ボタンをクリックすると、 
ラジオボードへダウンロードされます。 

 
この作業は一度行えば良いですが、Bluetooth SDK 2.6.2 以前を使用した場合には、古いブートロー

ダーに書き戻されてしまう場合がありますので、その際には再度ブートローダーの更新を行ってください。 
 

10.3 サンプルコードを動かしてみる（C 言語編） 
 

BGM1xx にサンプルコードをダウンロードして、スマホアプリと接続するところまで行ってみましょう。  
 
PC に Wireless Starter Kit を接続し、Device タブでラジオボードを選択します。 
 
Getting Started タブ ⇒ Software Examples 横の View All Software Examples を選択します。 
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Example Project で SOC – Smart Phone App を選択し、Next をクリックします。 

 
 
プロジェクト名を入力し、作業フォルダを指定します。With project files では、サンプルコードをローカル

にコピーして使うかどうかを指定します。指定が終わったら、Next をクリックします。 
 

 
使用するコンパイラを選択し、Finish をクリックします。 

プロジェクト名 

作業フォルダ 
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サンプルコードの準備が整うと、Simplicity IDE が起動します。画面右に表示されているのが GATT エ
ディタで、Profiles/Services/Characteristics/Descriptors を設定することができます。 

 

 
GATT の設定をソースコードに反映するために、Generate をクリックします。 

  
 
ファイルの上書きが生じる場合には確認が行われます。 
上書きしたくないものがあればチェックを外してください。 
ここではそのまま OK をクリックします。 

 
 

GATT エディタ 
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ファイルが生成されます。 

 
 
生成されたプロジェクトツリーは以下のようになっています。main.c がプログラム本体です。また、isc

ファイルは GATT エディタのプロジェクトファイルです。 
なお、Bluetooth SDK 2.6.2 以前で生成されていた Hardware Configurator 用のプロジェクトファイル

は生成されなくなっています。 
各ファイルの役割などについては、「UG136: Silicon Labs Bluetooth C Application Developer's 

Guide」に記載がありますのでご参照ください。UG136 には日本語版もありますが、古い SDK を前提に

書かれていますので、英語版を参照するようにしてください。 
 

 
サンプルコードをビルドし、Starter Kit にダウンロードします。まずはトンカチのアイコン（Build）をク

リックします。コンパイラが走り、サンプルコードがビルドされます 

 
ビルドが完了したら、次に虫のアイコン（Debug）をクリックし、Starter Kit にダウンロードします。 
 

https://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug136-ble-c-soc-dev-guide.pdf
https://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug136-ble-c-soc-dev-guide.pdf
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ダウンロードが完了すると、デバッグ用の画面に切り替わります。 

 
 
なお、ビルド用の画面と、デバッグ用の画面の切り替えは、ウィンドウ右上のアイコンで行います。 

 

 
 
サンプルコードを実行します。下図の実行のアイコン（Resume）をクリックしてください。 

 

 
 
これで BGM121 側の準備は完了です。 
次にスマホ側です。シリコンラボ社が提供する 
スマートフォン用の アプリ 
「Silicon Labs Blue Gecko WSTK App」を、 
スマートフォンにインストールしてください。 
 
起動すると、このような画面です。 
 
 
 
 
 

  

Simplicity IDE （ビルド用） Debug （デバッグ用） 
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Health Thermometer を選択してみると、BG Smartphone が見つかり 

ました。これが BGM121 です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
BG Smartphone を選択すると Connect します。 
アプリ上に温度情報が表示されました。 
これは Wireless Starter Kit 上の温度情報を 
スマホに送り、アプリで表示を行っています。 
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10.4 OTA update （Over-The-Air）を試してみる 
 

サンプルコード SOC - Smart Phone App には、OTA update のサービスが実装されていますので、この

機能を使ってアップデートを実践してみましょう。 
OTA update を使って、SOC - Smart Phone App を SOC – iBeacon に書き換える手順を紹介します。 

 
 
① Simplicity Studio で、SOC - iBeacon のプロジェクトを生成し、Build を実行します。手順は 7-2 を

参照ください。 
 
② ¥¥v4_workspace¥soc-ibeacon に create_bl_files.bat が生成されるので、実行して OTA 用のバイ

ナリを作成します。作成したバイナリ（application.gbl）は、¥¥v4_workspace¥soc-ibeacon¥output_gbl に
格納されます。 

 
③ スマートフォンからアクセスできるフォルダ（dropbox など） 
に、application.gbl をコピーします。 
 
④ スマホアプリを起動して BGM121 に接続し、 
右上の OTA ボタンを押します。 （右図） 
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    ⑤APP の CHOOSE FILE ボタンを押します。（右図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ dropbox から、application.gbl を選択します。（下図） 
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⑦ OTA update を開始し（左下図）、完了する（右下図）。 
   

 
 
⑧ スマホアプリで、iBeacon として動作開始していることが確認できます。（下図） 
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10.5 VCOM を利用した printf デバッグ 
 

Wireless Starter Kit を使用して評価を行う際に、printf デバッグが使えると何かと便利です。ここで

は、サンプルコードを例に、printf を実装する手順をご紹介します。 
 

1. プロジェクトを作成します。この後の手順では、ハードウェアに「BGM121」を、サンプルプロジェク

トに「SOC – Empty」を使用して説明します。 
 

2. “STUDIO_SDK_LOC¥hardware¥kit¥common¥drivers” にある retargetserial.c と 
retargetio.c をプロジェクトにコピーします。 
ドラッグアンドドロップすれば良いです。 

 
なお、STUDIO_SDK_LOC の位置は、Project Explorer でプロジェクトを選択して右クリック

→Property→Resource→Linked Resources の順で確認頂けます。 
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3. main.c に、stdio.h と retargetserial.h を include します。 

<記述> 
#include "stdio.h" 
#include "retargetserial.h" 

 

 
4. RETARGET_SerialInit();を追加します。初期化の関数ですので、printf などを使用する前に実施

が必要です。ここでは enter_DefaultMode_from_RESET() の直後に入れてみます。 
 
<記述> 
RETARGET_SerialInit(); 

 
 

5. Project Explorer の Include で、“STUDIO_SDK_LOC¥hardware¥kit¥ラジオボード名¥config” 
(評価ボード用 header ファイル)へ path が通っているか確認します。下図は BGM121 のラジオ

ボード（BRD4302A）の場合です。SDK のバージョンやラジオボード種別によって path が通って

いない場合があります。 
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path が通っていなかった場合には、retargetserialconfig.h と bspconfig.h をプロジェクトにコ

ピーして使うか、或いは path を通してください。path を通すには、Project Explorer でプロジェクト

を選択して右クリック→Property→C/C++ Build→Paths and Symbols→Includes→Add ボタン 
から行ってください。 

 
6. RETARGET_VCOM を define します。RETARGET_VCOM は retargetserialconfig.h で使用

しますので、retargetserialconfig.h そのものに追記するか、或いは下記手順でプロジェクトに登

録してください。 
 
＜GCC の場合＞ 
Project Explorer でプロジェクトを選択して右クリック→Property→C/C++ 
Build→Settings→GNU ARM C Compiler→Symbols→追加ボタンの順に進みます。 

 
Enter Value ウィンドウにて、 
 RETARGET_VCOM=1 
と記入し OK を押します。 
同じ手順を GNU ARM Assembler→Symbols でも行います。 
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＜IAR コンパイラの場合＞ 
Project Explorer でプロジェクトを選択して右クリック→Property→C/C++ Build→Settings→IAR 
C/C+ Compiler for ARM→Preprocessor→Define Symbols→追加ボタンの順に進みます。 
 

GCC と同様に、Enter Value ウィンドウにて、 
 RETARGET_VCOM=1 
と記入し OK を押します。同じ手順を IAR Assembler for ARM →Preprocessor でも行います。 
  

 
7. printf を使った記述を行います。 

RETARGET_SerialInit();より後に行ってください。 

 
 

8. プロジェクトを Build し、BGM121 にダウンロードします。 
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9. Tera Term から、シリアルポート（JLink CDC）をオープンします。 

 
UART の設定は、デフォルト設定（ボーレート 115200, data 8bit, non parity, 1 stopbit）が使われ

ています。 

 
 

10. Wireless Starter Kit をリセットすると、文字が表示されます。 

 
 

 
 

シリコンラボ社のコミュニティにも情報がございますので、こちらも参照ください。 
 

参考文献 
 
●Silicon Labs 社 各種ドキュメント 
●Silicon Labs 社 ナレッジベース、コミュニティフォーラム 
 

 

http://community.silabs.com/t5/Bluetooth-Wi-Fi-Knowledge-Base/Retarget-stdio-to-UART-in-BLE-SDK-2-0-0-examples/ta-p/178710
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11. 更新履歴 

 
日付 版 更新概要 
2018 年 3 月 9 日 1.0  初版リリース 
2018年 9月11日 2.0  8 章及び 9 章に Simplicity Commander による FW 書

き換え準備を改訂記載 
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